
Railway Technical Research Institute

1

地震に対する安全性向上
に向けた取り組み

鉄道地震工学研究センター長

小島 謙一
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東北地方
太平洋沖地震
（2011年）

新潟県中越地震
（2004年）

大阪府北部の地震
（2018年）

熊本地震
（2016年）

兵庫県南部地震
（1995年）

過去30年間におけるM5以上
の震源分布図

福島県沖の地震
（2021年、2022年）

北海道胆振東部地震
（2018年）

多発する地震
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耐震設計・補強・脱線対策

早期地震警報

鉄道地震被害情報配信システム

運転再開・復旧支援

危機耐性

早期津波警報

レジリエンス
高めるために
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事前 耐震設計標準、鉄道地震災害シミュレータ、脈状地盤改良工法など

盛土の性能照査手法、構造物形状の探索手法、改良地盤の品質評価手法、

危機耐性の評価手法、杭併用土のう基礎

緊急・即時 早期地震警報システム

海底地震計の活用、P波規定値超過検出手法、 PLUM法の利用、DASの活用

初動 鉄道地震被害情報配信システム（DISER）

長大橋りょう等への適用、地震動評価の高精度化、実測データの活用

復旧・復興 鋼棒による落橋防止工、ジオセルと地山補強材を用いたのり面工

具体的な研究開発

地震に備える（防災・減災へ）
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地震に備える（防災・減災へ）

ストレステスト（鉄道地震災害シミュレータ）

耐震性の評価、地震時における弱点箇所の抽出など

さらなる活用に向けて

路線全線のシミュレーションを活用した防災・減災

地震防災に関する訓練機能（鉄道地震被害情報配信システム(DISER））

未経験事象に対する対応等の教育訓練

構造物の被害推定情報を用いた防災・減災
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地震が発生した場合に、鉄道路線全線に沿った地盤の揺れや構造物群の
被害レベルを数値解析により評価するシステム

断層

路線全体のシミュレーション

鉄道地震災害シミュレータ

スーパーコンピュータ

鉄道地震災害シミュレータ

断層・地盤・構造物
アーカイブス

●数十～百キロに及ぶ路線全体の地震
時の挙動・安全性を評価可能
①沿線の地震動の大きさ、液状化リスク
②構造物の被害レベル
③列車の走行安全性シミュレータとの連携可

●任意の地震に対する評価が可能
海溝型地震、活断層地震など

●解析の目的や、データの多寡に応じ
て解析レベルを選択可能
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ストレステスト

鉄道地震災害シミュレータを用い、震度5、6、7などの地震に対して
被災シナリオを特定

地震ストレステスト

・路線の任意の箇所における耐震性を判断

システム等に大きな負荷がかかる状況を想定し、その安全性や
耐久性を確かめるもの
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構造物の損傷が生じ始める地震動レベルを評価

地点ごとに損傷する時の「地震動レベル」が分かる
⇒耐震補強の優先順位付けに

震度7

震度6

震度5

被害大 被害小

キロ程

震度 耐震性が高い箇所

弱点箇所
(耐震補強優先箇所)

震度7

震度6

震度5

ストレステストによる評価結果例

耐震補強による
耐震性の向上

14
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■：K-N E T観測点

公的機関の地震計による「点情報」 空間補間による「面情報」

揺れや構造物被害に

関する「沿線の情報」

DISERが配信する情報

K-NET地震計

全国約1000点

500mメッシュで空間補間

各メッシュの

増幅特性を考慮

鉄道地震被害情報配信システム（DISER）の仕組みと配信情報

15

揺れの情報
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地震防災に関する訓練機能

仮想路線でのデモ表示画面

地震災害は降雨災害等、他の災害と比べて発生頻度が低いため、
災害対応の経験が少ない

DISER（例えば、仮想路線）
を用い、実際の地震が発生し
た時の状況を模擬して、地震
災害時の対応の訓練を実施

訓練機能
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地震に「備える」（防災・減災へ）

ストレステスト（鉄道地震災害シミュレータ）

さらなる活用に向けて

路線全線のシミュレーションを活用した防災・減災

地震防災に関する訓練機能（鉄道地震被害情報配信システム(DISER））

構造物の被害推定情報を用いた防災・減災

効率的な路線全体の耐震性向上に向けた検討

地震発生時の対応等を含めた行動の確認

耐震性の評価、地震時における弱点箇所の抽出など

未経験事象に対する対応等の教育訓練

総合的な地震防災レベルの引き上げへ
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